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立命館大学に おけ る大学院 ・若手研究者キ ャ リア パ ス 支援

沖 裕貴
’ 1

、林 泰子
＊ ：

〈 概要 〉　立命館大学で は
、
2013 年 度 よ り衣笠総合研 究機 構 が 主催 し て

、 人文社会科学分野 にお

け る若手研 究者キ ャ リア パ ス 支援の ため の 「若手研究者 キ ャ リア パ ス 支援プ ロ グ ラ ム 」 を実施 し

て い る 。 また 、 学内では大学院キ ャ リア パ ス 推進室 が学内 の 大学院生 向け に 「大学院キ ャ リア パ

ス 支援プ ロ グラ ム 」 を実 施 して お り、すで に豊 富な実績を有 して い る n

　立命館大 学教育開発推 進機構 は、プ レ FD の 観点 か ら こ れ ら両 プ ロ グ ラ ム に講師や 教材 を提 供 し

て きた。それ は、国内 の 国立 の 研究大学を 中心 に、FD の 対象を急速に現職か ら大学院生や ボ ス ド

ク に拡 げ て き て い る こ と、さ らに それ らの 大学で 高等教育に関す る知 識や授業技術 を身に つ けた

人 材が今後豊富に 大 学教員職に 応募 し て く る 可能性が 生 じ て きた こ と が背景に あ る。

　本稿で は 、立命館大学 に お け る 大学院 ・若手 研 究者キ ャ リ ア パ ス 支援 の 現状 と課 題に つ い て 論

じる。
〈 キーワ ー ド〉高等教育、カ リキ ュ ラ ム 、プ レ FD 、　 PFF 、プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ ル ・デベ ロ ッ プ メ ン

ト、キ ャ リア支援、大学院生、ポ ス トドク ター、若 手研究者

1 ．は じめ に

　 1991 年以降、国内 の 研 究大 学で は 大学院重

点化が行な われ 、博士課程修了者 とポ ス トドク

ター （有期限雇用の 博士研究者 、以 降PD ） の

数は飛躍的に伸び て きた 。博士 後期課程入学者

数は 、 1990 年度の 7，813 名 か ら2003年度は ピ

ー
ク の 18，232名 とな り、2012年度で も 15，557

名に の ぼ っ て い る 。 ま たPD は 、文部科学省が

「ポ ス トドク タ
ー等 1万 人支援計画 」 を打ち出

した 1996年 以 降飛躍 的に 伸び 、1996年度 の

6，000名 か ら 2008 年 度 に は 17，945 名 に 達 し

た 1）。

　 しか しなが ら近年、膨 れ 上 が っ た PD の キ ャ

リア パ ス は社会的 な問題 とな っ て い る 。 自然科

学分野 で は産学連携 に よ る企業等 へ の イ ン タ

ー
ン シ ッ プ 事業の 実施に よ り、企業への 就職 を

後押 しする枠組み が示 され て きて い る
一方で 、

人文社会科学分野におい て は キ ャ リア パ ス を

支援するモ デ ル が 依然示 されて い ない 2）。

　文部科学省 ・科学技術政策研究所が 2012 年

に博士課程修了者 を対象に 実施 し た調査 に よ

る と博士 課程 修了 直後 の 進路 と し て 、人文科学

分野 は大学専任教員 が 15．5％、PD が 14 ．9％、

社会科学分野 は大学専任教員が 24，6％ 、 PD が

11．2％とな っ て い る。さらに人文 ・社会科学分

野 の 博士 課 程修了 直後 に PD とな っ た者 の うち

5年以内に大学専任教員とな っ た もの は 、人文

科学、社会科学でそ れぞれ 56．6％、74．4％ とな

り、大学専任教員 へ の 就職意欲 の 高 さが伺 える

一方で 、安定 し た職 を得 る こ との 困難 さが示 さ

れて い る 3）。

　 こ の よ うな状況 を受け て 多 くの 博士 課程修

r者や PD を輩出す る研究大学で は 現職教員を

対象 とす る 研 修 プ ロ グ ラ ム の み な らず大 学院

生 や PD を 対 象 と す る プ レ FD や PFF

（Preparing　Future　 Faculty）プ ロ グ ラ ム に

FD （Faculty　Development）に も注力 しつ つ

あ る 。 国内にお い て は北海道大学 、 東北大学、

筑 波 大学 、

一
橋大 学 、 東京 大学 、 名 古屋 大学 、

京 都大 学、立命館大 学 、 広島大 学な どで プ レ

FD や PFF と呼 ばれ る大学院生対 象、　PD 対象 の

研修や大学院授業が開講 され 、大学教員 へ の キ

ャ リア パ ス を支援す る取 り組み が 進んで い る

ほ か 、大学教員以外 の 専門職 へ の 進路も見据え

た 支 援 （ PFP ： Preparing　 Future

Professoriate）が 模索 され て い る4）。こ れ らの

取 り組み は 自然科学分野 の み な らず、人文 ・社

会科学分野 の 大学院生、PD も対象 と し て 進 め

られる こ とが特徴で 、本稿 にお い て もお もに立

命館大学に お ける人文 ・社会科学分野の 大 学

院 ・若手 キ ャ リア パ ス 支援に つ い て 報告する。

2 ，立命館大学若手研究者 の 進路状況

　立命館大学 に お ける専門研究員 （PD 等、学

位取得後 5年 を越 え た 者も含む ）は 、学内外 の

研 究資金獲得に 伴 い 増加 傾向に あ り、2005 年

度には 40名 ほ どで あ っ た もの が 2009 年度以降

100名前後で 推移 し て い る 。 し か し、学 内 で 重

要施策 として 位置づ けて い る もの の 、 そ の キ ャ

リア パ ス に っ い て は依然厳 しい 状況 にある。
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　研 究部 リサ
ーチ オ フ ィ ス の 調 べ に よ る と、学

内研 究系人 事情報 シ ス テ ム に て 、 衣笠総合研 究

機構に2008 年度以降に専門研 究員と して所属

して い た者 の うち 、2014年 4月 1 日時点 で 専門

研究員 を退職予定 の 者も しくは既 に退職 して

い る者 （計 77名 ）を対象に 、退職後の 職 内容

に つ い て 調査 を実施 し た （図 1）。そ の 結果、

退職後に 大学専任教員 と し て 職 を得る こ とが

できた者 は全体の 20％で あ っ た。また全体の 4

分の 1に つ い て は非常勤講師な どの 職を得るこ

ともで きて お らず 、厳 しい 就職環境で ある こ と

が分か っ た。さらに任期付の職位に関して 、退

職後に学外 よ りも学内の 任期制講師や助教、研

究拠点に て 募集 をす る特別招聘研 究教員 な ど

で職 を得て い る者が 多か っ た 5）、

図 1 衣 笠 総 合 研 究機 構 ・専 門研 究 員 の 就 職 状 況 （2008 −2013 ）

　 　 　 　 　 ※研 究 部 リサ
ー

チ オ フ ィス 調 ぺ

3 ．立命館大学に おける大学院 ・若手研究者に

対するキ ャ リア ・パ ス 支援

図 2　 人 文 社 会 科 学 分 野 ・キ ャ リア パ ス 攴援 プ 卩 グ ラ ム の イメ
ー

ジ

　 立命館大学で は、人文 社会科学分野 の 若手研

究者に 対す るキ ャ リア パ ス 形成支援 の 取 り組

み は大学の 責務で ある との 認識 の もと、2013
年度 よ り「若手研究者 キ ャ リア パ ス 支援プ ロ グ

ラ ム （主催 ：衣笠総合研究機構）」 を実施 し て

い る。また、学内 で は 大学院キ ャ リア パ ス 推進

室が 「大学院キ ャ リア パ ス 支援プ ロ グラ ム （主

催 ：大学院キ ャ リア パ ス 推進 室）」を学内 の 大

学院生向 け に実施 してお り、豊富な実績を有 し

て い る 。 2013年度 には 両機関 が連携 しなが ら

キ ャ リア パ ス 支援環境整備 を行 っ た （図2）。

　また、学内 で FD や接続教育を担 っ て い る教

育開発推 進 機構 も豊富 な プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナ

ル ・デ ィ ベ ロ ッ プ メ ン ト （Professional

Develepment ） の 実績 を有 し て い る。 と くに

大学教員 の 教授 ・学習支援能力の 開発 の た めに

整備 された 「実践的FD プ ロ グラ ム 」6）は 、オ ン

デ マ ン ド講義が 41本、ワ ーク シ ョ ッ プが 12本

利用可能で 、新任教員の み な らず大学院生や

PD に 対 し て も活用が期待で きる7）8｝
e

　2013 年度 は、シ ラ バ ス の 書き方か ら授業設

計 の 方法 模擬授業まで 行 う
一

日半 の PFF プ ロ

グラ ム を含め、若手研 究者キ ャ リア パ ス 支援 プ

ロ グ ラ ム と し て 合計 24 回 の 講 座 と3回 の オ ン

デ マ ン ド講義を実施 し、延 べ 342名 の 参加者を

得た 。 また 、事後 に採 っ た参加者 の 満足度 も極

めて 高 く、内容 ・レ ベ ル の 適切 性 に つ い て は

78％ が 肯定的な評価を行 っ て い る 。

　 2014年度は各講座 の 到 達 目標 と若手研 究者

キ ャ リア パ ス 支援 プ ロ グラ ム の 教育 目標 と の

間に カ リキ ュ ラ ム ・マ ッ プ を整備 し、よ り整合

性 の ある取 り組み を推進 し て い く予 定で あ る 。
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